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本学園は、日本初の 体育教 養成学校として 設され、 設時から を した体 を取り れ、

一 以上に たって社会に してきました。 

学の は、「 身ともに健 で、 で 実、 しい 体育指導者の育成」です。これは、

の 、教育 により 立したもので、 在でも本学園では「 の を生かした体育の実践」を

しています。「多 」と「 」を い「 実行」を大 に、 くて高 な人格形成を目指した

は、学生と を にしながら 人教育を実践してきました。 日でも、この 人教育は本学園の教育

条として学生指導の大きな指 となっています。また、健康の として が した「

の力」の教えは、事にお る えとして 在でも本学園を する教 として生きています。 

  

学の である「 身ともに健 で、 で 実、 しい 体育指導者の育成」を体 し、 の

をもって しく社会の要 に え、教育 の ならびにより高 な 知識と を する実践 な指導

者の育成を教育の目 とします。 

  

 

に な に に卒業 位

な 修 な

教育目 をかか 、 の学修を して教育課程を修 して所定の単位 を修得し、以 に定める

力を身につ た学生に して、「学士(体育学)」の学位を授 します。 

人 形成・知識・ ・ 力・指導力  

かな社会 と人 を支える い教養を身につ ている。

体育学の を し実践できる 力を している。 

分 にとどまら 、様々な に に し指導できる力を している。 

実践 に必要な 考力・ 力・ 力  

自ら設定した課 について、 から分 ・考 することができる。 

多様な人々の を き、 した上で自分の考えを し、 に えることができる。 

社会との り・ ・  

社会の に う を し、 を って に することができる。 

体育・スポーツの知を生かし、社会の に できる。 

教育目 をかか 、 の学修を して、教育課程を修 して所定の単位 を修得し、以 に定める

力を身につ た学生に して、「短期大学士(保健体育)」の学位を授 します。 

人 形成・知識・ ・ 力・指導力  

かな社会 と人 を支える い教養を身につ ている。
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教育目 をかか 、 の学修を して、教育課程を修 して所定の単位 を修得し、以 に定める

力を身につ た学生に して、「短期大学士(児童教育)」の学位を授 します。 

人 形成・知識・ ・ 力・指導力  

かな社会 と人 を支える い教養を身につ ている。 

「動きづくり」「 づくり」「ものづくり」の から どもの成 程を くとらえることが 

できる。 

分 にとどまら 、様々な に に し指導できる力を している。 

実践 に必要な 考力・ 力・ 力  

自ら設定した課 について、 から分 ・考 することができる。 

多様な人々の を き、 した上で自分の考えを し、 に えることができる。 

社会との り・ ・  
社会の に う を し、 を って に することができる。 

保育・幼児教育および児童教育の知を生かし、社会の に できる。 

 

  

 

 

の の の な の な

の るの る な で  

 

  

リキュラ の 成と教育  

の学修を して教育目 を 成するための、教養科目、 科目および体育の 科目で 成します。

科目は、 つの コース 体育学、コー グ学、スポーツ健康学 の科目と の科目で 成しま

す。 

れ れの教育 は のとおりです。 

教養科目 

本学の 本 および と 、 、外 等 かな教養の を養います。 

科目 

体育・スポーツの と 実 を学び、各 の導 を ります。 

科目 

身体教育および健康教育のあり やスポーツの な や に し、 と実 の から

に学びます。 
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ー ・卒業  

からは、 人 の ー により、 教員の指導のもと、 を学び、 に 動

に取り を行います。 

教育  

講 、 、実 、実 等を に行います。また、学生同士が教え い に学び う協同学 を授

業形 に取り れています。 

学修成 の  

科目 とに、 ラ ス 授業 に した の により、試験 記、実 等 、 ポー 等で

行います。 

 

  

リキュラ の 成と教育  

の学修を して教育目 を 成するための、教養科目、 科目および体育の 科目で 成します。 

れ れの教育 は のとおりです。 

教養科目 

本学の 本 および と 、 、外 等 かな教養の を養います。 

科目・ 科目 

・スポーツを とした の と 実 を学び、実践力を養います。 

・ 科目を選 することにより体育・スポーツの と実 の から に学びます。 

教育  

講 、 、実 、実 等を に行います。また、学生同士が教え い に学び う協同学 を授

業形 に取り れています。 

学修成 の  

科目 とに、 ラ ス 授業 に した の により、試験 記、実 等 、 ポー 等で

行います。 

 

  

リキュラ の 成と教育  

の学修を して教育目 を 成するために、教養科目、児童教育・幼児教育・保育に する科目およ

び教職に する 科目で リキュラ を 成します。 

れ れの教育 は のとおりです。 

教養科目 

本学の 本 および と 、 、外 等 かな教養の を養います。 

科目・ 科目 

、 、教育 、 学等、保育・幼児教育および児童教育の と 実 により

実践力を養います。 

・幼小コース 幼稚園教諭および小学校教諭の資格取得に必要な教科と実  

・幼保コース 幼稚園教諭および保育士の資格取得に必要な教科と実  

教育  

「動きづくり」「 づくり」「ものづくり」を した教育を 開するために、講 、 、実 、実 等

を に行います。さらに保育実 ・教育実 や卒業公 である 等を して の

力を きあ ます。 
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(1)

(2)

( )

分を 校時( コマ)として、 時から 時４ 分まで 日 校時(

日は 校時)に 分しています。 

※授業時 の が短いので、 やかに 動してください。 え等で が

れた には授業 教員に の えてください。

 

大 分は ・ 、中 分は ・ ・ ・ 、小 分は ・ ・ ・ ・

・ に 分されます。なお、 学 の ( )・ ( )の授業は、

の ラスに 分して行います。

 

小 分 ・ に 分されます。 

 

小 分は ・ ・ に 分されます。 

前期・ 期の初 の授業で ラ ス等に づき、授業の ・ め 等につい

て ダ スを行います。前期は、履修 前ですが、履修を 定する授業科目

の授業に必 してください。 

期は、 に履修 した授業科目の授業に してください。 

校 時 授業時

校時 ４

校時

( ) ( ) 

校時

４校時

校時

大 分

中 分

小 分

大 分 大 ラス  

小 分  

大 分 大 ラス  

小 分 
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の  

 

の  

 

 

( )  

 

 

の  

 

 

 

の取  

 

 

の  

 

 

 

 

 

 

の  

 

 授業開 の  

 

分の の中で、授業 等について ラ スに って 体 に した

あと、引き き 授業に ります。 

 

各学 とも ラス をとっているので、 として自分の授業 ラスに配 さ

れている科目・ 日・校時で履修します。 

 

は、授業科目 教員が履修者名 により行います。授業によっては、

に学生 をか して をとることがありますので、必 学生 を

行してください。 

 

として、 は認めていないので れないよう授業開 前には指定された

教 等に してください。 

 

授業は、定められた時 に って しな れ なりま 。 によ

りどうしても をする は、教 課にある「 課 」に必要事項を記 して

れ れの授業科目 教員に事前に してください。 

また、引き き 以上 する は、「 課 」を授業科目 教員に事

前に するとともに、「 」を教 課に してください ・ 等の

は、 が したことの分かるものを えること 。 

 

の は、 課の いになる れ れ が必要 ので し て

「 課 」の に必要事項を記 し、 部 の を受 て授業科目

教員に してください。 

ただし、 であることにか りはないので、授業 日 には 分に し

てください。 

 

の様 は ー ージからダ ロー できます。 

事   様  部  付  

授業の時 の  課 教 課  

引き( 等 ・ した 日 まで) 会 状など 

学校  校許  

授業中   

等体験 教職課  

本学を した試 等  学生課  

職 試験等 キャリア支援課 社  

教育実  課 教職課  

社会体育 設実  キャリア支援課  

定の資格認定試験  

定の ラ ア等 動 ー  

の他公 行 等学 が に認めた  教 課  
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本学を した試 等  学生課  

職 試験等 キャリア支援課 社  

教育実  課 教職課  

社会体育 設実  キャリア支援課  

定の資格認定試験  

定の ラ ア等 動 ー  

の他公 行 等学 が に認めた  教 課  

 

の

なる

( )

( ) の

の取

の

授業科目 教員の 等で 講になる は、 やポー

「  」に しますので、 認してください。 

校前に、 等による自 や事 等で、 中 ・ 等が運

している は、 前 時の時 で 時 講の をし、 の 、本学 ー

ージ びポー 「  」に するので、必 認

してください。 

講などにより授業 や授業時 の が生 た 、 れを うために

講授業を行う があります。 講授業は、 として、行事 定 に し

た 講期 に 時 を で行いますので、 講科目・校時・教 をポー

「  」で 認してください。ただし、授業科目

教員が 自に行う もありますので、受講 れのないよう してくださ

い。

校の は必 学生 を 行してください。授業の をとる 、必要とな

る授業科目もあります。また、定期試験や ・ 試験の受験、 の 付、

の などにも必要となります。 

学生 の 期 は、大学は４ 、短期大学は ですので しないよ

う してください。 名の や生 日等に りがある は、 やかに教

課に し てください。 

学定期 の が必要な は、学生 受 時に「 学定期 行 」

を配 します。 

学生 を 、 した は、自動 行 で「 」を選 し、学

を 力して、「学生 行 」( )を し、教 課に します。

の 、「学生 行引 」を受 し、指定された期日に引 と に

学生 を受 します。 

学生 の にあった は、 りの に まし う。学生 を

されて を受 ることがあります。 

   

(1) 意 定期試験等の日程 び各試験 の 等については、ポー

「  」に するので 認してください。 

のい れかに するときは、試験を受 ることができま 。

・試験を受 ようとする科目の履修 されていないとき

・学生 を所 していないとき( 学生 の 付を受 て受験する)

( 頁参照)

・試験開 、 分を たとき

・授業 等学 を しているとき(分 手 をしている者を く)

試験を受 るときは以 の 事項を してください。
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(2)  

 

 

 

 

( )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ( )  

 

 

 

 

 

 

( ) の の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ の上には の指 がある を き、 ( ャープ )、 し

以外( き、 ース等)は さないこと。 

・ の中にも一切 を かないこと。本、 ー 、プリ は 部 グ

にしまい、 の者との の の上に くこと。 

・学生 は、 ースから き し、 の の上に くこと。 

・必要な事 が生 たら 手をして指 を つこと。 

・ 、時 のアラー 等の が ないようス を切ること。 

・ 行 は行 ないこと。 行 を行った は、 しい 分を受 ま

す。 

 

定期試験は、 の授業時 とは なる試験時 によって行 れますの

で、時 を えないよう 認してください。 

定期試験の科目や日程等については、 前にポー

「  」と に するので、必 認してください。 

 

課により定期試験を受験できなかった は、 試験を受 ることが

できます。授業科目 教員には 課 を して、教 課で 行してい

る「 試験受験 」 試験 免 と学生 を の上に いて受験してくださ

い。 

試験 の免  

 授業の 課の事 ( 頁)により、定期試験が受 られなかった学生は、

試験 が免 されます。ただし、 ラ ア等 動は しない

ので、定期試験を し日程の をしてください。 

 試験 の免 に する学生は、 課 を教 課に し「 試験受

験 」 試験 免 )の手 きをして さい。 

 

定期試験で 格しなかった科目の 試験を受 る には、自動 行 で

した「 試験 」( 科目 )を「学生 」と一 に 上に いて、

試験を受験します。 

( 試験 日は、自動 行 が い試験開 時 に に ないこともある

ので、試験日より前に しておくようにすること。)なお、 々試験等 の

の試験には、 試験 は必要ありま 。 

 

試験等を受験する は、必 学生 を 行し しな れ なりま 。

一 れた は、受験できないので、 の は「 学生 」( 日 り )

の 行を受 ることになります。 

の  

自動 行 で を選 し、学 を 力して「 学生 (

)」( )を し、教 課で「 学生 」 に必要事項を記 して認

を受 ます。 

学生 は 行日に り であるので、 校時には教 課に してくだ

さい。 
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・ の上には の指 がある を き、 ( ャープ )、 し

以外( き、 ース等)は さないこと。 
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・ 、時 のアラー 等の が ないようス を切ること。 
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定期試験の科目や日程等については、 前にポー

「  」と に するので、必 認してください。 

 

課により定期試験を受験できなかった は、 試験を受 ることが

できます。授業科目 教員には 課 を して、教 課で 行してい

る「 試験受験 」 試験 免 と学生 を の上に いて受験してくださ

い。 

試験 の免  

 授業の 課の事 ( 頁)により、定期試験が受 られなかった学生は、

試験 が免 されます。ただし、 ラ ア等 動は しない

ので、定期試験を し日程の をしてください。 

 試験 の免 に する学生は、 課 を教 課に し「 試験受

験 」 試験 免 )の手 きをして さい。 

 

定期試験で 格しなかった科目の 試験を受 る には、自動 行 で

した「 試験 」( 科目 )を「学生 」と一 に 上に いて、

試験を受験します。 

( 試験 日は、自動 行 が い試験開 時 に に ないこともある

ので、試験日より前に しておくようにすること。)なお、 々試験等 の

の試験には、 試験 は必要ありま 。 

 

試験等を受験する は、必 学生 を 行し しな れ なりま 。

一 れた は、受験できないので、 の は「 学生 」( 日 り )

の 行を受 ることになります。 

の  

自動 行 で を選 し、学 を 力して「 学生 (

)」( )を し、教 課で「 学生 」 に必要事項を記 して認

を受 ます。 

学生 は 行日に り であるので、 校時には教 課に してくだ

さい。 

 

 

( ) の 試験 に する は、学生がす やかに する必要があるので、

とし等がないようポー 「  」の「成 照会」に

て各自 認し、以 の をとってください。 

試験 記  学生の  

  
。履修する必要があれ 、 履修

すること 

可  履修する必要があれ 、 履修 すること

  す やかに科目 教員に すること 

  試験日を 認し、試験を受 ること 

  試験日を 認し、試験を受 ること 

この他、 、 教員から課 や学力保障等の指 を することがある

ので、 に びポー 「  」に し、 の

指 に ってください。 

   

(1)

(2)

( )

(   )

格(単位修得) 格 

      外 

  

以上 

 

以上 

 

以上 

 

以上 

 

 

 

なし 

「 外」は の 何にかか ら 状 が のもの び試験 ・

試験を 等で できないものです。ただし、 試験の成 は、

定期試験 格者との公 が保たれるように考 し、 試験は 以上を

格の目 としています。 

 成 はポー 「  」の成 照会で 認してくだ

さい。 

 に履修した科目で、科目名・単位・ が記 されていないときは、教

課で 認してください。 

 保 人(保 者)には、 の前期までの成 を 中 、 期まで

の成 を に 付します。 付 、「成 に する 」については、

「 」( 様 )に記 のうえ、学生本人から教 課 してくだ

さい。 等による保 者からの は受 付 ま 。 は、

を受 付 てから 日 に教 課 で学生に します。

各科目の成 を に することで、学生の学修状 を に

できる指 です。 

ポー 「  」の成 照会から、学期 び
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 ポー 「  」の成 照会から、学期 び

の を 認することができます。なお、 の は以 のと

おりです。 

 

の  

科目は、成 によって成 を認定される科目であって、かつ、卒業要件に され

るす ての科目を とします 成 を認定されない科目は となりま 。 

は、小 位以 を します。 

 

学期 の  

( 学期の「 」の単位 ４ 「 」の単位 「 」の単位 「 」の単位 ) 

学期の 履修 単位 (「 」「 外」の単位 を ) 

の  

( 期 の「 」の単位 ４ 「 」の単位 「 」の単位 「 」の単位 )  

期 の 履修 単位 (「 」「 外」の単位 を ) 

 

( ) な  

 

 

 

 

 

 

 

の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

には単位を授 できないが、 に単位修得の があると れ

る に「保 」 いとし、授業科目 教員が の科目の成 を

に り すことがあります。ただし、必 単位修得できる ではなく、 の

の学生の学業状 により されます。 

保 定を受 た科目については、す やかに科目 教員に してくだ

さい。 

 

大学に在学する学生が、単位修得に して、時 の開講時期等の で

の事 により履修がや を得ないと認められる 、短期大学の授業科目を

履修し、単位を修得することを認めることがあります。また、短期大学に在学

する学生が大学の授業科目を履修し、単位を修得することを認めることがあり

ます。 

履修がや を得ないと認められるのは、卒業 で、卒業単位を しな

れ ならない ースで、 の 学生は学 は学期の めに教 課に し

て、所定の手 きをとります。 

 

の授業 者の履修した科目の単位は、授業 があるまで

の授業科目の修得単位を保 します。 

 

 

  

(1)  

 

 

 ４ ( 学は )以上在学し、所定の単位( ４単位以上)を修得

した者は卒業することができ、学士(体育学)の学位が授 されます。 
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て、所定の手 きをとります。 

 

の授業 者の履修した科目の単位は、授業 があるまで

の授業科目の修得単位を保 します。 

 

 

  

(1)  

 

 

 ４ ( 学は )以上在学し、所定の単位( ４単位以上)を修得

した者は卒業することができ、学士(体育学)の学位が授 されます。 

 

 

(2)

( )

( ) の

以上在学し、所定の単位( 単位以上)を修得した者は卒業することが

でき、短期大学士(保健体育)の学位が授 されます。 

以上在学し、所定の単位( 単位以上)を修得した者は卒業することが

でき、短期大学士(児童教育)の学位が授 されます。 

 の卒業認定会 を て、 にて 知されます。なお、 の 、卒

業の に する件を で い ることはできま 。 

  

(1) (

) 

(2)

( )

大学 生、短期大学 生を に 小グ ープ 人程

成の をとっています。大学生 を かに、実りあるものにするため、

学 上のことはもとより、 ラ 動・人 ・ ・単位修得・

のことや 記事項などについての 事は、グ ープ に に しまし

う。 

学業・ ・ に すること

が でない等学修に すること

学、 学、 学等学 に すること

保 人等の身上の に すること

授業 等 付 ・ ・分 等 に すること

大学 ・４ 生は 学生が ー に所 し、指導教員のもとで学 し

ます。 

ー は、 グ ープ 人程 で 成されます。 ー の所

定は の に各学生の を し、 のうえ所 が 定されま

す。 の い時期に自分が く学びたい学 分 は何かを考えておくこと

が必要です(詳細は 頁を参照のこと)。 

・４ 生も、学修上のこと、 ラ 動・人 ・ ・単位取

得・ のことなどについての 事は ー の指導教員に に し

まし う。 

グ ープ や の他に、 生に きたいことや したいことがあ

る には、 に を られる時 を設 ています。時 は、前期・

期 とに各 生の設定時 を します。 スア ーは、学生に開かれ

た ・ の ですので、 に しまし う。 

  

(1) 教科 は、前期・ 期の めに期日を定めて校 を行います。履修する

授業科目を 認し、 れのないように してください。 時期、 所

等については、履修 リ ー で 知します。 
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(2) る  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の事 が 生したら、 やかに「 」を してください。 

「 」の様 は ー ージからダ ロー できます。 

学生本人の 事項  

 等で したとき 

  本 を したとき 

  引 しで 所が ったとき 

  ・ の が ったとき 

保 人(保 者)の 事項  

  保 人を したとき 

  保 人の 所、 等が ったとき 

※ 要かつ な を行うことがありますので、 ・ の が

ったときは やかに「「 」を してください。 

 

   

本学体育学部の学生が、小学校 は幼稚園教諭の教育職員免許状(二種)の取得を する は、科目等履

修生 を して本学短期大学児童教育学科の必要な授業科目の単位を修得することで、教育職員免許状を

取得することができます。 

在学生の履修単位 の上 は 単位以 です。 

 

(1)資格 き 

 

 

 

 

 

(2)  

 

 

 

 

( )  

 

 

 

大学 以上を修 した者で び成 を した者 

※科目等履修生の は、 者を にした 会を と に

行っています( 会の日時は事前に します)。 

資 は、教 課で配付しますので、履修を する学生は めに で

してください。 

 

 選考   

   

 履修  単位につき  

※ する 、 は履修 の  

 

 履修期 は は 単位です。ただし、 を えることはで

きま 。 
 履修単位 は 単位以 です。 
 学部の自分の ラスでの授業を して履修してください。 

 

 

  

短大の保健体育学科 び児童教育学科は、 のい れかに する は、他学科の授業科目を履修するこ

とができます。この を して、 の に役立つ授業科目を選 しようと考えている学生は、履修

の に してください。 
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 履修期 は は 単位です。ただし、 を えることはで
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 履修単位 は 単位以 です。 
 学部の自分の ラスでの授業を して履修してください。 

 

 

  

短大の保健体育学科 び児童教育学科は、 のい れかに する は、他学科の授業科目を履修するこ

とができます。この を して、 の に役立つ授業科目を選 しようと考えている学生は、履修

の に してください。 

 

 

 

  学生の所 する学科の教育課程に まれていない授業科目の履修 

  学生の な事 により、履修がや を得ないと認められる授業科目の履修 

  他学科履修できる授業科目の単位 は 単位を えない とします。 

  他学科履修は、 学科の学生の授業運 上支障がない で認めます。 

 

に、児童教育学科で、 、本学の大学に しようと考えている学生、ジュニアスポーツ指導員資格を

取得したい学生に保健体育学科の授業科目の履修を にしています。ただし、児童教育学科の学生は、小学

校、幼稚園教諭の免許状、保育士資格を取得することになりますので、かなり必修科目が多くなります。ま 、

必修科目を 実に履修することを とし、 の上で授業時 の き時 ができた に他学科履修を考

えまし う。 

 

(1) の  

 

 

 

 

 

 

他学科履修を する学生は、教 課の で の を え、 してくだ

さい。 

 履修 期 に教 課から他学科履修 を受 します。 

 他学科履修 に必要事項を記 して教 課に し、履修 をしま

す。 

※卒業 、本学体育学部に 学を考えている学生は、 に一定の履修科

目 を履修するようにしてください。 
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( )  
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( )  

 

 

 

 

 

 

 

( ) 得 での  

 

 学 は４ 日に まり、 日に します。 

 学期は前期・ 期の 学期に分かれ、前期は４ 日から 日まで、

期は 日から 日までとなっています。ただし、教育上必要

な 、 期の授業開 が になることがあります。 

 

授業科目は、前期 は 期のい れかで する と で

する に分 されます。本学は、 を導 しており、 と

どの授業科目が 期科目で 成されています。 

実 ・スキーなどの学外実 は、一定の期 に 中して実 します。こ

の か、教育上の から 中して行うことが教育 の認められる授業があ

ります。「 中授業科目」の一 は、ポー 「  」

で 認することができます。 

 

本学の教育目 を 成するために必 修得しな れ ならない授業科目で

す。 科目でも修得できな れ 卒業は認定されま 。 

指定された開設科目の中から自 に選 し、履修することができる授業科目

です。ただし、 修得単位 が定められている は、 の単位 以上の科

目を必 修得しな れ 、卒業は認定されま 。 

自 に選 し、履修することができる授業科目です。 

 

 授業科目は つの形 に分 されます。 

 教員が学生に して、学 の を することにより知識を授 る授

業形 です。 

 教員の講 とともに、実 ・ ・ 等を行いつつ指導を受 る授業

形 です。 

 学 だ知識をもとに実 の や実 を行う授業形 です。 

 

 各授業にお る単位とは、各科目の授業時 と学修の を で したもの

です。 単位は卒業 等を き４ 時 の学修(授業・自学自 )を必要とす

る をもって 成することを としています。 

( ) 講  コマ( ) 単位科目の  

 必要学修時  ４ 時 単位 時  れ れの授業科目を

履修した者に しては、試験を課したうえで単位を授 します。

は コマ 分で授業を行います  

 

履修   授業 自学自   試験  格  単位修得 
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( )  

( ) 

 

 

 

 

 

( )  

 ( の )

 

 

 

 

 

 

 

 

ラ スは、授業 教員が学生に して、授業で う ( 要)を した

ものです。 ラ スを参照することで、授業の目 ・ 要、授業 、 の

、 する教 ・必要な参考 、事前・事 学 ( ・ )

を知ることができます。履修 を行うにあたり、科目選 の として ラ

スを してください。各授業科目の ラ スは、ポー

「  」により４ 初めに公開されます。 する は以

 での参照 の手 でおこなってください。 

 

 に履修 できる単位 の上 は４ 単位です。 

 期に履修 できる単位 は 単位としますが、 等で単位修得が

分できなかったなどの な がある は、個 に します。 

 履修 単位 の上 の に、 める科目と めない科目があります。

めない科目は、 中授業の選 科目、 卒業認定単位に めない選 科目(ス

ポーツ健康学実 、社会体育・健康 業等 設実 など)、 卒業認定単位に

めない教職科目(学科により なります)です。また、所定の手 きにより履

修を取 した科目は、上 単位 に めま 。 

 学生、 学生、 に必要と認める卒業 の学生は、履修 できる

単位 の上 を に定めることがあります。 
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( ) 「授業科目 」( ージ)は、授業科目名、単位 、 履修学 、履修 分、 修得単位

等が記 されています。 
 
( ) 大学体育学部を卒業するためには、 の の条件を たし、 ４単位以上を修得することが必要

です。 
 教養科目は、 の条件を たした上で、 単位以上を修得します。 

必修科目 科目４単位、外 コ ュニ ー 科目 単位( ・ ・ の中から つの

を選 し、 び を必 修得する。)、他の科目 単位 
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( ) 「授業科目 」( ージ)は、授業科目名、単位 、 履修学 、履修 分、 修得単位

等が記 されています。 
 
( ) 大学体育学部を卒業するためには、 の の条件を たし、 ４単位以上を修得することが必要

です。 
 教養科目は、 の条件を たした上で、 単位以上を修得します。 

必修科目 科目４単位、外 コ ュニ ー 科目 単位( ・ ・ の中から つの

を選 し、 び を必 修得する。)、他の科目 単位 

 

 

 に する科目の「 」(必修 科目 単位)と「 実 」(必修 科目 単位・選

科目 単位)の 修得単位 単位を修得します。 
「 実 」の ・ 、 を付した科目は して履修します。 ・ の科目は単 での履

修が です。 
 に する科目の「 」は、 つのコースを選 し、 科目 単位を修得します。「 実

」は、「 」と同 コースを選 し、４単位を修得します。 
コー グ学 コースの 実 は、 つの 種目を選 し、 履修します。体育学 コ

ースの 実 の ・ を付した科目は単 履修が です。スポーツ健康学 コースの 実 の

・ を付した科目は から の に履修します。 

 に する科目の「選 ・実 」は、 修得単位 単位以上を修得します。ただし、

講 または講 ・ の科目から 単位以上を履修することが必要です。 

 に する科目の「 ー 」は、 ・４ に４単位を修得します。「 ー 」は、「体

育・スポーツ学」、「教育学」 び「教養教育」の 分 に 分されています。「卒業 」 単位は、

「体育・スポーツ学」が必修、「教育学」 び「教養教育」が選 です。 

 で修得した単位 と の科目の単位 を して ４単位以上となるよう選 し、単位を

修得します。 
「教養科目」 び「 に する科目」のうち 修得単位 を上 って修得した科目や「教職に

する科目」のうち指定科目 から修得した科目の単位  
 
( ) 卒業に必要な授業科目と 修得単位は のとおりです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( ) 義 義 2 る  

 

( ) 

   
得 

 
 

教
養
科
目 

( )  

22  
( ) 1  

 1  1 の

  1  

専
門
科
目 

 1  

2  
 

1  

 

   
 

   

   ( ) 

の  

(2 ) (2 ) の  

の の  
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( ) ・４ の 分 の授業科目を履修するため、「 コース」と「 ー 」を選 する必要があ

ります。詳しい は ージの  コース や  ー ・卒業 も参

照してください。また、 の 期に リ ー を実 しますので、必 参 してください。 

 

 

( ) 「授業科目 」は、( ージ)は、授業科目名、単位 、 履修学 、履修 分、 修得

単位 等が記 されています。 

 

( ) 保健体育学科を卒業するためには、 の の条件を たし、 単位以上を修得することが必要で

す。 

 教養科目は、必修 科目４単位を め、 修得単位 ４単位を修得します。「外 コ ュニ

ー 」を修得する は、 ・ を 履修します。 

 に する科目の「 」(必修 科目 単位)と「 実 」(必修 科目 単位・選

科目 単位)の 修得単位 ４単位を修得します。「 実 」の ・ を付した科目は して

履修します。 

 に する科目の「選 」と「選 実 」の中から、 の単位 と て ４単位以上と

なるよう選 し、単位を修得します。 

「教養科目」 び「 に する科目」のうち 修得単位 を上 って修得した科目や「教職に

する科目」のうち指定科目( )から修得した科目の単位  

 
（3） 卒業に必要な授業科目 と 修得単位は のとおりです。 

( ) 

   
得 

 
 

教
養

科
目 
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( ) 1  1  

専
門
科
目 

 1  

2  
 

2  

12  

 

2  2  

 

の  

の  

の の  

 1   2  

 

 

( ) 「授業科目 」は、( ４ ージ)は、授業科目名、単位 、 履修学 、履修 分、 修得

単位 等が記 されています。 
 

2) 児童教育学科は、コース をとっており取得 の教員免許状・保育士資格によってコースが分かれてい

ます。幼小コースは、幼稚園教諭二種免許状 は小学校教諭二種免許状 しくは の免許状を取得する

－ 18－
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( ) 「授業科目 」は、( ４ ージ)は、授業科目名、単位 、 履修学 、履修 分、 修得
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ます。幼小コースは、幼稚園教諭二種免許状 は小学校教諭二種免許状 しくは の免許状を取得する

 

 

ためのコースです。また、幼保コースは、幼稚園教諭二種免許状 は保育士資格 しくは の免許状・

資格を取得するためのコースです。 

 

3) 児童教育学科の卒業(学位取得)に必要な単位 は 単位以上ですが、卒業に必要な必修科目 ４単位

(４ ４ ージの授業科目 の開講時期に●の がある授業科目)を必 修得することが必要です。

また、取得する教員免許状・保育士資格によって以 のように必要な修得単位 が なりますので、 認

をしてください。 
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1  
1  

1  
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 1   1  

   

  1  1  1  1  

取得     
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  1  1    

取得    2  

 

 

  

履修 は、 に どの授業科目を履修するか を る 要な手 きです。 
授業科目一 ( リキュラ )・授業時 ・履修 等を参考に各自が履修 を立て、ポー

 により、履修 することから、大学での学修が まります。 

どの科目を履修するかについては、教育課程を したうえで、授業科目を体 づ て履修することが必

要です。また、教育職員免許状などの免許や資格を取得する 、 れらを考 して履修 を立てまし う。 
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の 意

きの

履修 に しての 事項は、 のとおりです。 

履修 は、学 の めにポー 「  」にて一

の を行います。 

履修 した授業科目以外は、受講することができま 。

していない授業科目は、試験を受 ても単位は授 されま 。

すでに単位を修得した授業科目は、 履修できま 。

授業科目の や授業 等により、受講人 を する があります。

上級学 に開講されている授業科目は、受講できま 。

必修科目は卒業に必要な科目ですので、必 履修してください。

必修科目・選 科目とも として自分の ラス(指定された履修 ラス)

の 日・校時で履修してください。また、科目に「 ・ 」と 記のある科

目は、 として「 」の科目を履修した に「 」の科目を履修します。

履修 した の照会は、ポー 「  」でよ

く 認してください。 

所 学科の卒業要件と履修条件をよく し、履修 を立てまし う。

履修 ダ スには必 し、 体 な や指 に って履修 を

立てまし う。 

履修科目の ・ 認・ は、卒業や資格取得に る めて 要な事項

です。各自の において行ってください。 

められた期 に、履修 を してください。期 に手 きをし

なかった科目は受講できま 。 

  

( ) 「授業科目一 」、 授業時 び「 ラ ス」を参照し、自分の時 を るために履修したい授

業科目を考えます。

( ) 「授業時 」を に自分の学 、履修 ラスを えないように履修する授業科目を めて、 の授

業科目が何 日の何校時に開講されているかを 認します。

受講科目は、 として自分の ラスで履修してください。

( ) 時 の「期」 に「 」とあるのは、 開講の授業科目です。「前」とあるのは、前期開講の授業

科目、「 」とあるのは、 期開講の授業科目です。

( ) 「教員名」 に があるものは、 講 が する授業科目です。

( ) 「教 」 の は教 、記 は体育 ・体育実 のコー ・ 教 を しています。

( ) 体育実 の教 に のあるものは、 時 の他で う教 を しています。

( ) 中授業は、「授業時 」の の位 に されています。

( ) 履修する授業科目と の 日等が まったら、ポー 「  」の履修 か

ら を行い、 に りがないかを 認します。
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授業科目の や授業 等により、受講人 を する があります。

上級学 に開講されている授業科目は、受講できま 。

必修科目は卒業に必要な科目ですので、必 履修してください。

必修科目・選 科目とも として自分の ラス(指定された履修 ラス)

の 日・校時で履修してください。また、科目に「 ・ 」と 記のある科

目は、 として「 」の科目を履修した に「 」の科目を履修します。

履修 した の照会は、ポー 「  」でよ

く 認してください。 

所 学科の卒業要件と履修条件をよく し、履修 を立てまし う。

履修 ダ スには必 し、 体 な や指 に って履修 を

立てまし う。 

履修科目の ・ 認・ は、卒業や資格取得に る めて 要な事項

です。各自の において行ってください。 

められた期 に、履修 を してください。期 に手 きをし

なかった科目は受講できま 。 

  

( ) 「授業科目一 」、 授業時 び「 ラ ス」を参照し、自分の時 を るために履修したい授

業科目を考えます。

( ) 「授業時 」を に自分の学 、履修 ラスを えないように履修する授業科目を めて、 の授

業科目が何 日の何校時に開講されているかを 認します。

受講科目は、 として自分の ラスで履修してください。

( ) 時 の「期」 に「 」とあるのは、 開講の授業科目です。「前」とあるのは、前期開講の授業

科目、「 」とあるのは、 期開講の授業科目です。

( ) 「教員名」 に があるものは、 講 が する授業科目です。

( ) 「教 」 の は教 、記 は体育 ・体育実 のコー ・ 教 を しています。

( ) 体育実 の教 に のあるものは、 時 の他で う教 を しています。

( ) 中授業は、「授業時 」の の位 に されています。

( ) 履修する授業科目と の 日等が まったら、ポー 「  」の履修 か

ら を行い、 に りがないかを 認します。
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(2) の 取  

の  

 

 

 

 

 

 

 

履修 切り には、 、履修 した科目を 認し、修 できる期

を設 ています。自分の履修 状 を 、ポー 「  

」 の「学生時 」にて、自分の した科目に りがないか

を必 認してください。 

履修科目に ラーがあったり、履修科目が しく されていなかったり

した は、  の
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の取  

 

 

 

 

 

 

 

の  

 

 

 

 

履修 した科目で科目 が自分の期 するものと なっていたり、自

分の に が生 たりした は、学期の 中で科目 の取 ができ

ます。また、 で単位を修得できる がない科目の取 も で

す。ただし、 や に取り しをすると、卒業要件単位に 修得単位 が

しく することがあるので 分に することが必要です。 

履修 の取 を する は、教 課 で の上、「履修取 」

を指定する期 行事 定参照 に してください。 

 

前期に履修 した 期の授業科目について、このままでは履修 上

がある に、科目を は取り すことができます。ただし、 や

に履修 を すると、卒業が まれることがあるので、 分考 した

上で、自分の において行ってください。 
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履修 した科目で科目 が自分の期 するものと なっていたり、自

分の に が生 たりした は、学期の 中で科目 の取 ができ

ます。また、 で単位を修得できる がない科目の取 も で

す。ただし、 や に取り しをすると、卒業要件単位に 修得単位 が

しく することがあるので 分に することが必要です。 

履修 の取 を する は、教 課 で の上、「履修取 」

を指定する期 行事 定参照 に してください。 

 

前期に履修 した 期の授業科目について、このままでは履修 上

がある に、科目を は取り すことができます。ただし、 や

に履修 を すると、卒業が まれることがあるので、 分考 した

上で、自分の において行ってください。 

 

 

 

                                         

  

大学 は、 員い れかの コースに所 し、 分 について学修を め、 の力 を高めていく

ことになります。各 コースの と学修の は のとおりです。 
 

( 1 ) 

 
一つのことを く する  

 な 力と指導力の 上について学修します。個人の 力に たマ ツーマ の指導を 本とし

て、個人にとって 高の を引き すための指導 について学び、自らも あるいは の に

かう 力をしながら、 高の を教えることのできる実践 指導力を身につ ます。 
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( 1 ) 

 
多くのことを く する  

 ・ に修得した や知識を教えるための を指導に生きる知 と さ ます。教育とし

ての体育・スポーツの を く し、学校体育をは めとして、 どもから高 者まであら る の運

動指導にも く できる実践 指導力を身につ ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( ) 

 

スポーツと健康・体力について く する  
 健康・体力づくりに する知識や な運動を個人に できる 力の 上を目指して学 します。運動

やスポーツと、体力や健康との りについて科学 に を め、運動 やリ リ ー など、一

人 とりのニー に できる実践 指導力を身につ ます。 
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の 意 の で な できる能  

 

の の 格 な の

の る き資 能

できる  

 

る の できる

資格 る る

の る  

 で 得   

 

 

 

 

 

 

 

 1 2 で 得   

 

( )

 

な  

 

 な  

得 る  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の の の る

る のできる 得 る  

 

る な

の る の

る 資格 る  

 

の取 のできる

な る る の

の の の る の る

る のできる能 る  

 

 

  

( )  ー ・卒業  

大学 から４ の 、 学生が ー に所 します。 ー は、 人 の ラスに分

かれて、指導教員のもとで、自分がより く学びたいことを本格 に ・実践できる です。「体育・ス

ポーツ学」、「教育学」、「教養教育」の 分 に 分されており、分 とに の学 の ー

が されています。 ー 名は、 の 名になります。 

ー の所 は、 の に各学生の を し、人 等を したうえで 定されます。

の いうちから、自分がより く学びたい学 は何か、 に きをか たいことは何なのか

を考えておくことが必要です。 

卒業 は、４ に ー の指導教員の指導を受 ながら、各自の ーマについて を行い、

の成 を し を受 るもので、 には卒業 会において を行います。 

なお、卒業 は、「体育・スポーツ学」 ー において必修です。一 、「教育学」 ー 、

「教養教育」 ー では選 ですので、指導教員と し卒業 を行うかどうかを 定することにな

ります。 

 1 2 で 得   

 

能

 

な  

 で 得   

 

 

 

 

の の  

 

で  
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( 1 ) 

 
多くのことを く する  

 ・ に修得した や知識を教えるための を指導に生きる知 と さ ます。教育とし

ての体育・スポーツの を く し、学校体育をは めとして、 どもから高 者まであら る の運

動指導にも く できる実践 指導力を身につ ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( ) 

 

スポーツと健康・体力について く する  
 健康・体力づくりに する知識や な運動を個人に できる 力の 上を目指して学 します。運動

やスポーツと、体力や健康との りについて科学 に を め、運動 やリ リ ー など、一

人 とりのニー に できる実践 指導力を身につ ます。 
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( )  ー ・卒業  

大学 から４ の 、 学生が ー に所 します。 ー は、 人 の ラスに分

かれて、指導教員のもとで、自分がより く学びたいことを本格 に ・実践できる です。「体育・ス

ポーツ学」、「教育学」、「教養教育」の 分 に 分されており、分 とに の学 の ー

が されています。 ー 名は、 の 名になります。 

ー の所 は、 の に各学生の を し、人 等を したうえで 定されます。

の いうちから、自分がより く学びたい学 は何か、 に きをか たいことは何なのか

を考えておくことが必要です。 

卒業 は、４ に ー の指導教員の指導を受 ながら、各自の ーマについて を行い、

の成 を し を受 るもので、 には卒業 会において を行います。 

なお、卒業 は、「体育・スポーツ学」 ー において必修です。一 、「教育学」 ー 、

「教養教育」 ー では選 ですので、指導教員と し卒業 を行うかどうかを 定することにな

ります。 
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( ) 

分  体育・スポーツ学 

分科 細目 ( 名) 

体育学 

体育・スポーツ  

身体 学 

体育 スポーツ 学 

体育・スポーツ  

スポーツ ・  

体育・スポーツ社会学 

体育・スポーツ 学 

体育・スポーツ行 学 

体育・スポーツ教育 
体育・スポーツ教育学 

体育・スポーツ 学 

コー グ学 

一 コー グ学 

コー グ  

スポーツ運動学 

ーニ グ  

ニ ス 

個 コー グ学 

体 ・体つくり運動 

体  

運動・体  

上  

  

  ー ー  

ス ー  

ー  

ー  

  
 

 

ダ ス  

外運動 

スポーツ健康学 

 

体育・スポーツ生 科学 

健康教育学 

育・ 学 

スポーツ生 学 

スポーツ 養学 

体育・スポーツ 定 学 

体育・スポーツ 学 

スポーツ 学 

体育・スポーツ 学 

運動  

アス ・リ リ ー  

アダプ ・スポーツ 
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( ) 

分  体育・スポーツ学 

分科 細目 ( 名) 

体育学 

体育・スポーツ  

身体 学 

体育 スポーツ 学 

体育・スポーツ  

スポーツ ・  

体育・スポーツ社会学 

体育・スポーツ 学 

体育・スポーツ行 学 

体育・スポーツ教育 
体育・スポーツ教育学 

体育・スポーツ 学 

コー グ学 

一 コー グ学 

コー グ  

スポーツ運動学 

ーニ グ  

ニ ス 

個 コー グ学 

体 ・体つくり運動 

体  

運動・体  

上  

  

  ー ー  

ス ー  

ー  

ー  

  
 

 

ダ ス  

外運動 

スポーツ健康学 

 

体育・スポーツ生 科学 

健康教育学 

育・ 学 

スポーツ生 学 

スポーツ 養学 

体育・スポーツ 定 学 

体育・スポーツ 学 

スポーツ 学 

体育・スポーツ 学 

運動  

アス ・リ リ ー  

アダプ ・スポーツ 

 

 

 

 

 

分  教育学 分  教養教育 

細目 ( 名) 

人 科学 学 

学 

自 科学 学 

社会科学 社会科学 

  

 

( ) ー ・卒業 の単位

 分  

項目 

体育・スポーツ学

  ー  

教 育 学

  ー  

教養教育

ー  

卒業 の  必  

選  

４ 級時までに、指導教員と の上 定する。

※ 会で教員に 認

・卒業

・ 成

・

卒 を選 した  

・卒業

・ 成

・

卒 を選 しない  

・ の 選

履修単位 

 

単位 

卒業  

単位

  

(前期) 単位

( 期) 単位

 卒  

前期 単位

期 単位

卒業 単位 

  

(前期) 単位

( 期) 単位

 卒  

前期 単位

期 単位

卒業 単位 

  

(前期) 単位

( 期) 単位

  

前期 単位

期 単位

細目 ( 名) 

学校教育 教育  

教育行  

教育  

教育 

動 

教育 学 

教育  

生 指導 

幼児教育 

社会  

保育実践 

保育  
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履修
年

履修
年

履修
年

履修
年

教育 国

国 )

国 )

国 )

国日学

女

会社

学

学 学

体体

) )

) )

) )

論　スポーツ 論

論

学　 学

スポーツ社会学

4 論　 学概論 2 トスポーツ論

体 ) 体

体 ) 体

)

)

)

)

)

体体

学学行学

学学学

育体学

学発育発  学 )

学

学  ) 学 体育

学学 )

育教

  

教育 )

)

) 体育 )

体

ナ

ビ

学

社会体育

体育 学 ナ 体育 学 ナ

baナ学育教baナ学育教

ナ育教教ナ育教教

2 体育 学 ナ 修)

印 教育 修

履修
年

履修
年

履修
年

履修
年

教育教学育教育教教

育教育教育体学行育教)

育体課育教

学

教育

教育 教 )

印

教

修 4

年

修 2

修 241

修 6

修 10

修

コー ング学 コース

6

学 コース

6

スポーツ 学 コース

修

コー ング学 コース

教 教

修

70262

教 教

修 2

修

年

2

スポーツ 学 コース

4040

22

学 コース

4

体
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履修
年

履修
年

修 4 教育 国

日 国

国

会社

学)学(学

学

修 2

体 体

)()()()(

ビ

学学)(学)(学

学 学 バイオメカニクス　コーティング論　スポーツ社会学

学 行 学 トレーニング概論　スポーツ経営管理学

学

育体学

学 体育

)(

体

履修
年

履修
年

課育教育教学育教 育教 教

学育教育体

育教)教(育教

教 教育

印

履修
年

履修
年

修 4 教育 国

日 国

国

会社

学)学(学

学

修 2

体   

体

ビ

学 学 学 学

育体

学会社

学)(学)学(学

学学行学

学 体育

体

　　　進 路 希 望 に 即 し た 履 修 モ デ ル

履修 学 教 体育

　　 学校の教員を目指す学生のための履修モデル

年

28修

年

28修

年

年

社会体育

　ス ー 指 の を取得し、 育の指 を目指す学生のための履修モデル

教

年

3131修教

履修

教

教

年

4

社会体育

－ 29－



履修
年

履修
年

教育 国 日 国 国

育体育体

会社学会社

  学

国  社会    画  体育

子 子 子  子

画 子 学 体育

子a体子a子

教 育 教 教育 学  

1学発2修

子 体学

育課育教育課育教5修

国 教育 社会 教育  教育 育  育

教育 教育   画 教育 育 育

学育育教育体

育 育 体

育教  育教会社育教国 

教育 教育  教育

教育   画 教育

体育 教育   学 教育

育教育教教育教

教育教4修

修 5 教育

履修
年

履修
年

教育 国 日 国 国

育体育体

会社学会社

  学

会社国

画 体育

育体学画  

 学育教教4修

修 2 発 学

課育教2 修

国 教育 社会 教育  教育   学

教育 教育   画 教育

体育 教育

国 教育 社会 教育   教育

教育 教育  教育

教育   画 教育   体育 教育

学 教育

育教育教5教育教2修

教2修

育教5修

修 10

10

70

教育

3

79

4

 

7

教
修 14

3

履修

修

　　　進 路 希 望 に 即 し た 履 修 モ デ ル

履修 コース（小学校教諭）

　小学校教諭免許状を取得し、小学校教員を目指す学生のための履修モデル

67修教

履修 コース（幼稚園教諭・小学校教諭）

　幼稚園教諭と小学校教諭の両方の免許状を取得し、幼児から児童教育の幅広い授業科目の履修を希望する学生のための履修モデル

教 67修

52

履修

教

6修

1修

教
育

9修 2

1 

7修

教
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分
履修
単位

履修
単位

の教育 キャリア 講座 日本 外 コ ュニ ー ( ) ・

外 動 ・ 体育 体育実 ( )

外 ・ 講座 社会と ラ ア 児童と 学 と人 社会と人

自 科学 外 ・ 講座  と自 の保

・ ( )

どもと健康 どもと どもと人  どもと

どもの 形と び ・ リ び( リ )

どもの運動 ・ どもの身体 ・ どもの 外 動

保育者・教 教育 ( 学校の と )  

必修 学 幼児

必修 保育・教育課程 保育

保育 (健康)指導 保育 ( )指導 保育 (人 )指導 保育 ( )指導

保育 (身体 )指導 保育 ( )指導 保育 ( 形 )指導

必修 教育 び教 の 支援教育 教育

選 リ ー

必修 保育・教職(幼稚園)実践

必修 教育実 (幼稚園) ・ ・ 教育実 (幼稚園)( )・

分
履修
単位

履修
単位

の教育 キャリア 講座 日本 外 コ ュニ ー ( ) ・

外 動 ・ 体育 体育実 ( )

外 ・ 講座 社会と ラ ア 児童と 学 と人 社会と人

自 科学 外 ・ 講座  と自 の保

・ ( )

どもと健康 どもと どもと人 どもと

どもの 形と び ・ リ び( リ )

どもの運動 ・ どもの身体 ・ どもの 外 動

保育者・教 教育 ( 学校の と ) ども 支援 社会 養

保育 ども 社会

選 必修 児童 設

必修 学 どもの保健 ども 支援の 学 幼児 どもの と 養

選 必修 こども学 ども身体学

必修 保育・教育課程 保育

保育 (健康)指導 保育 ( )指導 保育 (人 )指導 保育 ( )指導

保育 (身体 )指導 保育 ( )指導 保育 ( 形 )指導

教育 び教 の 児保育 ・ どもの健康と 教育

障 児保育 ・ ( 支援教育) 支援教育 社会 養 育て支援

選 リ ー

必修 保育・教職(幼稚園)実践

必修 教育実 (幼稚園) ・ ・ 教育実 (幼稚園)( )・

保育実 指導  保育実 (保育所)  

保育実 ( 設)

保育実 指導 ・保育実

保育実 指導 ・保育実

は のい れかを選

選

教
養
科
目

必修

・

科
目

分

必修

教養・ 科目(選 )

履修 幼保コース（幼 保育士）

　幼 保育士資格の を取得し、幼 た 保育士を目指す学生のための履修モデル

分

履修単位

実

・

科
目

科目(選 )

教
育指

導

必修

各

必修

　幼 を取得し、幼 を目指す学生のための履修モデル

教
科

選

教
育

指
導 必修

履修 幼小コース 幼保コース（幼 ）

実
 

教
科

必修

教
養
科
目

必修

選

履修単位

必修

選

科目(選 必修 )

科目(選 必修 )

必修

選 必修

必修各
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分
履修
単位

履修
単位

の教育 キャリア 講座 外 コ ュニ ー ( )

外 動 体育 体育実 ( )

外 ・ 講座 社会と ラ ア 児童と 学 と人 社会と人

自 科学 外 ・ 講座  と自 の保

( )

どもと健康 どもと どもと人 どもと

どもの 形と び ・ リ び( リ )

どもの運動 ・ どもの身体 ・ どもの 外 動

保育者・教 教育 ( 学校の と ) ども 支援 社会 養

保育 ども 社会

選 必修 児童 設

必修 学 どもの保健 ども 支援の 学 幼児 どもの と 養

選 必修 ども学 どもの身体学

必修 保育・教育課程 保育

保育 (健康)指導 保育 ( )指導 保育 (人 )指導 保育 ( )指導

保育 (身体 )指導  

選 必修 保育 ( 形 )指導 保育 ( )指導

障 児保育 ・ ( 支援教育) 児保育 ・ どもの健康と   社会 養

育て支援

選 教育 ( び教 の ) リ ー 教育

必修 保育・教職(幼稚園)実践

保育実 指導  保育実 (保育所)  

保育実 ( 設)

保育実 指導 ・保育実

保育実 指導 ・保育実

は のい れかを選

履修単位

教
育

指
導

必修

必修

科目(選 必修 )

 

科目(選 必修 )

・

選 必修

実

履修 幼保コース（保育士）

　保育士資格を取得し、保育士を目指す学生のための履修モデル

必修

分

必修

教
科

各

科
目

選

教
養
科
目

必修

選

必修
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1 ( 2 ) 期 中授業(学 学外)

◎

学生

の教育 講 ・

講座 講

キャリア 講 ・

と人 講

学と人 講

と 考 講

と自 の保 講

と人 講

日本 講

リ ラ ー 講

生 と 講

と 講

と 講

と生 講

社会と人 講

ラ ア 講

ラ ア実 実

ー プ 実

外 ・ 講座 開講

外 コ ュニ ー

外 コ ュニ ー

外 コ ュニ ー

外 コ ュニ ー

外 コ ュニ ー

外 コ ュニ ー

単位

スポーツ 講

スポーツ 学 講

生  学 講

スポーツ 養学  講

スポーツ 講

体つくり運動 実 講

体つくり運動 実 講

運動 実 講

運動 実 講

上 実 講

上 実 講

ダ  ス 実 講

ダ  ス 実 講

実 講

実 講

ー ー 実 講

ス ー 実 講

実 講

実 講

 体  実 講

 体  実 講

運動 実 講

運動 実 講

上  実 講

上 実 講

ダ  ス 実 講

ダ  ス 実 講

ー 実 講

ー 実 講

単位

 

授 業 科 目 単   位
履 修 学 履修

分
修得

単 位 
     考

教

養

科

目

必
修 ４単位

選

単位
※ は、教育職員
免許状取得 者
の必修科目

◎

◎

◎

◎

選
単位

つの外 を選
し ・ を必修

とする

に

す

る

科

目

必
 
修

単位
※ は、教育職員免
許状取得 者の必
修科目

・ は 履
修

※ は、教育職員免
許状取得 者の必
修科目

選

単位
・ は単 履

修

実

必

修

単位
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運動 講

スポーツ 講

運動 講

身体学 講

体育科教育学 講

スポーツ社会学 講

運動 講

学 講

アダプ スポーツ 講

体 コー グ 講 ・

体 コー グ び実

体 コー グ び実

体 コー グ び実

体 コー グ 講 ・

体 コー グ び実

体 コー グ び実

体 コー グ び実

上 コー グ 講 ・

上 コー グ び実

上 コー グ び実

上 コー グ び実

ー ー コー グ 講 ・

ー ー コー グ び実

ー ー コー グ び実

ー ー コー グ び実

ス ー コー グ 講 ・

ス ー コー グ び実

ス ー コー グ び実

ス ー コー グ び実

ー コー グ 講 ・

ー コー グ び実

ー コー グ び実

ー コー グ び実

ー コー グ 講 ・

ー コー グ び実

ー コー グ び実

ー コー グ び実

体つくり運動指導 び実

運動指導 び実

運動指導 び実

上 指導 び実

上 指導 び実

ダ ス指導 び実

ダ ス指導 び実

指導 び実

指導 び実

指導 び実

指導 び実

指導 び実

健康体力づくり指導 び実

健康体力づくり指導 び実

体力 の と実

健康 の と実

スポーツリ リ ー

スポーツリ リ ー

単位

授 業 科 目 単   位
履 修 学 履修

分
修得

単 位 
     考

に

す
る
科
目

コー グ学
コース

コ
ー

ス
選

を
選 し

単位

体育学
コース

スポーツ健康学
コース

実

コー グ学
コース

コ
ー

ス
選

と同

を選 し

４単位

つの 種目を選
し、 履修する

こと

体育学
コース

・ は単 履修

スポーツ健康学
コース

・ の に履修す
ること
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学 2

学 ※ 2

 2

学 2

行 学 2

発育発 2

2

2

学 学 ※ 2

学 ※ 2

学 ※ 2

学  2

体育 2

2

学 学 ※ 2

学 2

学 体育 2

学 2

2

2

1

教育 2

1

教育 1

1

1体

1ナ

1

1

1

1

体育 1

ビ 1

1

1

1

1

学 1

社会体育 2

56

体育 学 ナ  1

体育 学 ナ  1

1 ナ学育体

1 ナ学育体

1 ナ学育教

1 ナ学育教

1 ナ学育教

1 ナ学育教

1 ナ育教教

1 ナ育教教

1 ナ育教教

1

4

合計 124 単位

   
履 修 学 年 履修 修

  
     

1年 2年 3年 年

教 修 履修

修 履修

教 履修

履修

印 教育

修

   
履 修 学 年 履修 修

  
     

1年 2年 3年 年

体育 学
ナ 教育学
ナ 教 教

育 ナ
1 ナ

a
b a b
履修

教 教育 ナ  

2
体育 学
ナ

修

卒業に必要な最低修得単位数
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教職 講

教育 講

教育行 学 講

教育 学 講

支援教育 講

教育課程 講

保健体育科教育 講

保健体育科教育 講

体育実 指導 講

保健指導 講

の指導 講

な学 の時 の指導 講  

動の指導 講

教育 び教 の ) 講

生 指導 指導 講

教育 講

教職実践

教育実 実

は、卒業に必
要な単位 に め
ることができる指
定科目

◎

授業科目 単   位
履 修 学 履修

分
修得

単 位 
     考

※ 成

※ 成 一部 の 設、科目名 の 「 の指導 」「 動の指導 」

教
職
に

す
る
科
目

教

職

必

修

科目
単位

※ 一部 「スポーツ 学」「学校体育 」 選 条件

※ 成 一部 ー 履修 分名 び卒業 の取り い

※ 成 一部 「社会体育・健康 業等 設実 」 単位 実 実 に 卒業認定単位に めない。

※ 成 一部 ー 履修 分名 び卒業 の取り い

※ 成 一部 「 支援教育 」「 な学 の時 の指導 」科目 設

は、卒業に必要な単位 に めることができる指定科目    

※ は、教職免許状取得 者の必修科目

は、教職免許状取得 者が 科目中、 科目 単位以上の修得を必要とする科目

履修学 ・開講期(前期・ 期)は、時 り 成等の により することがある。
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 2 期 中授業(学 学外)

◎

( 学生

講 ・

講 ・

講

講

講

講

講

講

講

講

講

実

実

４単位

講

講

講

講

講

実 ◎ 修必 単位

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

４単位

体  

ー

ー

アロ ダ ス

ー ー

ダ ス

ダ ス

体  

体つくり運動  

選

必

修

単位

「 」「 」が付記
されている科目は

履修すること

体つくり運動

運動

運動

上

上

ス ー

必

修
単位

※ は、教育職員
免許状取得 者
の必修科目

スポーツ

スポーツ 学

生 学 運動生 学

スポーツ 養学

ラ ア実 ◎

ー プ ◎

に

す

る

科

目

スポーツ

実

( 実  

外 コ ュニ ー

外 コ ュニ ー

外 講座 開講 ◎

ラ ア ◎

日本

選

単位

外 コ ュニ
ー ( )
・ は 履修

すること

※ は、教育職員
免許状取得 者
の必修科目

と人

リ ラ ー

と人

と自 の保

社会と人

と

考

教

養

科

目

の教育 必

修
４単位キャリア

講座

授 業 科 目 名 単 位
履修学 履

修分
修得

単位
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講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

実 ・講 ◎

実 ・講 ◎

実

実 卒業認定単位に め

教養科目のうち、 修得単位 を えて履修した科目

に する科目のうち、 修得単位 を えて履修した科目

教職に する科目のうち、指定科目から履修した科目

４単位

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

実

は、卒業に必要な単位 に めることができる指定科目    

※ は、教職免許状取得 者の必修科目

履修学 ・開講期(前期・ 期)は、時 り 成等の により することがある。

※ 成

※ 成 一部 「 ー プ」科目 設

「社会体育 設実 」単位 実 実 に し卒業認定単位に めない。

※ 成 一部 科目名 の 「教育 ( 学校の と )」

「 支援教育 」「 な学 の時 の指導 」科目 設

※ 成 一部 科目名 の 「 の指導 」「 動の指導 」

教育 び教 の

生 指導 指導

教育

教職実践

教育実 ◎

教育課程

保健体育科教育

保健体育科教育

の指導

な学 の時 の指導

動の指導

な 得

教

職

に

す

る

科

目

教職

教

職

必

修

科目

単位

は、卒業に必
要な単位 に め
ることができる指
定科目

教育 ( 学校の と )

教育 学

支援教育

体力 ーニ グ実

ス キ ー

キャ プ

ス ー ー ◎

アダプ スポーツ

学校体育

ジャー・ リ ー

選

実

リ ー 実 ( ニュースポーツ)
選

社会体育 設実 ◎

スポーツ 学

設の

スポーツ 学

スポーツ生 学

運動

体育 定・

スポーツ行 学

ニ ス

コー グ

スポーツ社会学

ーニ グ

アス コ ニ グ

に

す

る

科

目

選

運動学( 運動  

選

４単位

以上

※ は、教育職員
免許状取得 者
の必修科目

スポーツ 学 (  

生学 び公 生学

学校保健 ( 小児保健・ 保健、学校 ) 

学校とスポーツの  

単 位
履修学 履修

分
修得

単位
考授 業 科 目 名

－ 38－



区分
最低履修
単位数

区分
最低履修
単位数

区分
最低履修
単位数

前期 後期 前期 後期

の教育 講義・演習 1

リ ン 講義・演習 1

講 講義 2

児 と 講義 2 ○

と人間 講義 2 ○

法 講義 2 必修 2単位 必修 2単位 必修 2単位 ○

社会と人間 講義 2 ○

・ 講 　 演習 2 授業・ 年開講

社会と ン 講義 2 ○

科 門 講義 2 ○

環境と の保全 講義 2 ○

活 演習 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 必修 1単位 授業

)Ⅰ 演習 1

)Ⅱ 演習 1 ○

情報機器演習Ⅰ 演習 1

情報機器演習Ⅱ 演習 1 ○

体育 論 講義 1

体育実 （含 ） 実 1

必修 13単位 必修 13単位 必修 13単位

含 ） 講義 2 ○

社会 講義 2 ○

数 講義 2 ○

科 講義 2 ○

活 講義 2 ○

演習 1 ○

演習 1 ○

音楽 演習 1 必修 1単位

音楽 Ⅰ 演習 1 ○

音楽 Ⅱ 演習 1 ○

音楽 Ⅲ 演習 1 ○

音楽 Ⅳ 演習 1 ○

Ⅰ 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 ○

Ⅱ 演習 1 選択 選択 ○

リ び（含リ ク） 演習 1 選択 選択 ○

体育Ⅰ 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 ○

体育Ⅱ 演習 1 選択 選択 ○

総合表現（ レ ） 演習 2 必修 2単位 必修 2単位 ○ ○

子どもと健康 演習 1 ○

子どもと環境 演習 1 ○

子どもと人間関係 演習 1 ○

子どもと表現 演習 1 ○

子どもの 演習 1 ○

子どもの 演習 1 ○

子どもの身体表現 演習 1 ○

子どもの身体表現 演習 1 ○

子どもの 活 演習 1 ○

子どもの造形と び 演習 1 ○

教 論 講義 2 必修 2単位 ○

保育 ・教 論 講義 2 ○

教育 含 の と ) 講義 2 必修 2単位

子どもの身体 講義 2 選択 選択 ○

講義 2 必修 2単位

幼児 演習 1 ○

2単位 必修

必修 4単位 必修

2単位

選択

・
情
報

科
目

必修

選択 選択

必修

選択

選択 選択

体育短期大学児童教育学科( 定 リキュラ )

  年

 幼   ー  ： 業（ 位 得） 必 必修科目

科目
区分

授　業　科　目
授業
形式

単位

幼稚園教諭免許
教諭免許

幼稚園教諭免許 教諭免許 開講時期

備　考履修方法 履修方法 履修方法 1年 2年

専
門
科
目

教
科
科
目

必修 8単位

必修 2単位 必修

科
目

論

科
目

必修 6単位
必修

選択

選択

4単位 必修 4単位

教養科目　　計

2単位 必修 2単位

教

養

科

目

体
育

科
目

選択

演
習

科
目

必修 4単位 必修 4単位 必修 4単位 

必修

教
養
科
目

選択 選択

4単位 

必修 3単位 必修 3単位

4単位

選択

必修 8単位

選択

4単位
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区分
最低履修
単位数

区分
最低履修
単位数

区分
最低履修
単位数

前期 後期 前期 後期

科目
区分

授　業　科　目
授業
形式

単位

幼稚園教諭免許
教諭免許

幼稚園教諭免許 教諭免許 開講時期

備　考履修方法 履修方法 履修方法 1年 2年

教育課程論 講義 2 必修 2単位 ○

保育・教育課程論 講義 2 ○

保育内容総論 演習 1 ○

科教育法Ⅰ 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 ○

科教育法Ⅱ 演習 1 選択必修 選択必修 ○

社会科教育法Ⅰ 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 ○

社会科教育法Ⅱ 演習 1 選択必修 選択必修 ○

数科教育法Ⅰ 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 ○

数科教育法Ⅱ 演習 1 選択必修 選択必修 ○

科教育法Ⅰ 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 ○

科教育法Ⅱ 演習 1 選択必修 選択必修 ○

活科教育法Ⅰ 演習 1 選択必修 選択必修 ○

音楽科教育法Ⅰ 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 ○

音楽科教育法Ⅱ 演習 1 選択必修 選択必修 ○

科教育法Ⅰ 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 ○

科教育法Ⅱ 演習 1 選択必修 選択必修 ○

科教育法Ⅰ 演習 1 選択必修 選択必修 ○

体育科教育法Ⅰ 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 ○

体育科教育法Ⅱ 演習 1 選択必修 選択必修 ○

教育法Ⅰ 演習 1 選択必修 選択必修 ○

保育内容（健康）指導法 演習 1 ○

保育内容（人間関係）指導法 演習 1 ○

保育内容（環境）指導法 演習 1 ○

保育内容（言葉）指導法 演習 1 ○

保育内容（身体表現）指導法 演習 1 ○

保育内容（音楽表現）指導法 演習 1 ○

保育内容（造形表現）指導法 演習 1 ○

の指導法 講義 1 ○

特別活 の指導法 講義 1 ○

総合的 習の時間の指導法 講義 1 ○

教育方法 （含情報機器及び教材活用） 講義 2 ○

特別支援教育概論 講義 1 ○

教育相談 講義 2 ○

レクリエーション演習 演習 1 選択 選択 　 選択 ○

指導論（含 指導） 講義 2 必修 2単位 必修 2単位 ○

教職実践演習 演習 2 　 　 必修 2単位 ○

保育・教職（幼稚園）実践演習 演習 2 必修 2単位 ○

教育実習 ） 実習 5 必修 5単位 必修 5単位 ○ 2年次：6月4週間

教育実習（幼稚園）Ⅰ 実習 1 ○ ○

教育実習（幼稚園）Ⅱ 実習 1 ○ ○

教育実習（幼稚園）Ⅲ 実習 2 ○ 1年次：9月2週間

教育実習（幼稚園）Ⅳ 実習 2 ○ 2年次：6月2週間

必修 65単位 必修 38単位 必修 43単位 23 24 26 24

選択必修科目 から1単位 選択必修 1単位 選択必修 選択必修 1単位

選択 　 選択 4単位 選択 3単位

選択 　 選択 10単位 選択 10単位

専門科目　計

必修

合　　　　　　　　　　計 79単位 65単位 70単位

専
門
科
目

内
容
・
方
法
科
目

総
論

必修 5単位 
必修

内
容
・
方
法
各
論

必修 5単位

3単位

教養科目・専門科目

総
合

演
習

科
目

必修 4単位

実
習
科
目

必修 6単位 　　 　　

　　 　　

必修 3単位

教
育
内
容
指
導
法

必修

10単位

必修 5単位必修 5単位

7単位
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子体育 期 児 教育 科 2年 リ )　

年

区分
最低履修
単位数

区分
最低履修
単位数

区分
最低履修
単位数

前期 後期 前期 後期

の教育 講義・演習 1

リ ン 講義・演習 1 　

講 講義 2

児 と 講義 2 ○

と人間 講義 2 ○

法 講義 2 必修 2単位 必修 2単位 ○

社会と人間 講義 2 ○

・ 講 　 演習 2 授業・ 年開講

社会と ン 講義 2 ○

科 門 講義 2 ○

環境と の保全 講義 2 ○

活 演習 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 必修 1単位 授業

)Ⅰ 演習 1 必修 1単位 　

)Ⅱ 演習 1 選択 ○

情報機器演習Ⅰ 演習 1 必修 1単位

情報機器演習Ⅱ 演習 1 選択 ○

体育 論 講義 1

体育実 （含 ） 実 1

必修 9単位

選択 2単位

音楽 演習 1 必修 1単位

音楽 Ⅰ 演習 1 ○

音楽 Ⅱ 演習 1 ○

音楽 Ⅲ 演習 1 ○

音楽 Ⅳ 演習 1 ○

リ び（含リ ク） 演習 1 ○

総合表現（ レ ） 演習 2 必修 2単位 必修 2単位 必修 2単位 ○ ○

子どもと健康 演習 1 ○

子どもと環境 演習 1 ○

子どもと人間関係 演習 1 ○

子どもと表現 演習 1 ○

子どもの 演習 1 ○

子どもの 演習 1 ○

子どもの身体表現 演習 1 ○

子どもの身体表現 演習 1 ○

子どもの 活 演習 1 ○

子どもの造形と び 演習 1 ○

保育 ・教 論 講義 2 ○

教育 含 の と ) 講義 2

保育 講義 2 ○

子ども 講義 2 ○

社会 講義 2 ○

子ども 支援論 講義 2 ○

社会的養護Ⅰ 講義 2 ○

児 施設 演習 1  選択必修 ♯  選択必修 ♯ ○

ども 講義 2  選択必修 ♯ 　 　  選択必修 ♯ ○

子ども身体 講義 2 選択必修 ♯ 選択 選択必修 ♯ ○

講義 2 必修 2単位

子ども 支援の 講義 2 　 　 ○

幼児 演習 1 必修 1単位 ○

子どもの保健 講義 2 ○

子どもの と 養 演習 2 ○ ○

必修 13単位 必修 13単位

選択 選択　 　

選択 選択

必修 5単位

必修 4単位 必修 4単位

必修 14単位

論
科
目

必修 14単位

必修 4単位 

必修 4単位 必修 4単位 必修 4単位

教
科
科
目

選択 　

2単位

教養科目　　計

専
　
門
　
科
　
目

必修 2単位 必修

選択

科
目

必修 5単位

教
　
養
 

科
　
目

必修 2単位 必修 2単位 必修 2単位

・
情
報

科
目

必修 4単位 必修 4単位

体
育

科
目

必修 4単位 

教
養
科
目

選択 選択

選択 　

選択

演
習

科
目

必修 4単位 必修 4単位 

　 選択 　

備　考履修方法 履修方法 履修方法 1年 2年

 幼 保  ー  　： 業（ 位 得） 必 必修科目

科　目
区　分

授　業　科　目
授業
形式

単位

幼稚園教諭免許
保育士資格

幼稚園教諭免許 保育士資格 開講時期
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区分
最低履修
単位数

区分
最低履修
単位数

区分
最低履修
単位数

前期 後期 前期 後期

備　考履修方法 履修方法 履修方法 1年 2年
科　目
区　分

授　業　科　目
授業
形式

単位

幼稚園教諭免許
保育士資格

幼稚園教諭免許 保育士資格 開講時期

保育・教育課程論 講義 2 ○

保育内容総論 演習 1 ○

保育内容（健康）指導法 演習 1 ○

保育内容（人間関係）指導法 演習 1 ○

保育内容（環境）指導法 演習 1 ○

保育内容（言葉）指導法 演習 1 ○

保育内容（身体表現）指導法 演習 1 ○

保育内容（音楽表現）指導法 演習 1 ♯ ○

保育内容（造形表現）指導法 演習 1 ♯ ○

教育方法 （含情報機器及び教材活用） 講義 2 必修 2単位 選択 　 ○

乳児保育Ⅰ 講義 2 ○

乳児保育Ⅱ 演習 1 ○

子どもの健康と安全 演習 1 ○

特別支援教育概論 講義 1 必修 1単位 ○

障害児保育Ⅰ（含特別支援教育） 演習 1 ○

障害児保育Ⅱ（含特別支援教育） 演習 1 ○

社会的養護Ⅱ 演習 1 ○

子育て支援 演習 1 ○

教育相談 講義 2 必修 2単位 ○

レクリエーション演習 演習 1 選択 選択 　 ○

保育・教職（幼稚園）実践演習 演習 2 必修 2単位 必修 2単位 必修 2単位 ○

教育実習（幼稚園）Ⅰ 実習 1 ○ ○

教育実習（幼稚園）Ⅱ 実習 1 ○ ○

教育実習（幼稚園）Ⅲ 実習 2 ○ 1年次：9月2週間

教育実習（幼稚園）Ⅳ 実習 2 ○ 2年次：6月2週間

保育実習指導Ⅰ 演習 2 ○ ○

保育実習Ⅰ（保育所） 実習 2 ○ 1年次：2月

保育実習Ⅰ（施設） 実習 2 ○ 1年次：3月

保育実習指導Ⅱ 演習 1 ○

保育実習Ⅱ 実習 2 ○ 2年次：9月

保育実習指導Ⅲ 演習 1 ○

保育実習Ⅲ 実習 2 ○ 2年次：9月

必修 68単位 必修 38単位 必修 54単位 22 21 24 20

1)選択必修 3単位 　 　 1)選択必修 3単位 　

2)選択必修 2単位 2)選択必修 4単位 　

選択 4単位

選択 10単位  

1)選択必修　 保育実習指導・保育実習のⅡ又はⅢのいずれかを修得する

2) 選択必修　選択必修科目♯から修得する。

教養科目・専門科目

合　　　　　　　　　　計 86単位 65単位 72単位

専門科目　計

選択

Ⅱ又はⅢ
のいずれ
かを選択

する

3単位

教
育
内
容
指
導
法

必修 7単位 必修 7単位

必修 5単位

4単位

　 　

必修 6単位 

選択
必修

Ⅱ又はⅢ
のいずれ
かを選択

する

　 　 必修 4単位 

選択

専
　
門
　
科
　
目

内
容
・
方
法
科
目

総
論

必修 3単位 必修

 選択必修

3単位 必修

内
容
・
方
法
各
論

必修 13単位

必修

総
合

演
習

科
目

実
習
科
目

必修 6単位 必修 6単位

選択
必修

必修 6単位 
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(1)  

 

(2)  

(2)  

 

 

高等学校教諭一種免許状 保健体育  
中学校教諭一種免許状 保健体育  
中学校教諭二種免許状 保健体育  
小学校教諭二種免許状 
幼稚園教諭二種免許状 
保育士資格 

 

  

(1)  

 
 
 
 
 
(2)  

 
 

教育職員免許状を取得するには、 の事項を て たすことが必要です。

 大学 は短期大学を卒業する。 
 教育職員免許状取得に必要な ての授業科目の単位を修得する。 
 教育実 を履修する。 
 等体験を行う ただし、小・中学校教諭の免許状の 。 
 教育職員免許状の授 をする。 

 保育士資格を取得するには、 の事項を て たすことが必要です。 
 短期大学を卒業する。 
 保育士資格取得に必要な ての授業科目の単位を修得する。 
 保育実 を履修する。 
 保育士資格の をする。 

 

  

教育職員免許状・保育士資格を取得するのに必要な履修科目 び単位 は ージを参照すること。 
 

  

(1)  

(2)  

 

( )  

( )  

 

卒業  
として に教育実 を行います。 

期 は大学 び保体が 、児教が４ です。 

実 する の前 の までに自分で を得ること。 

 教員を し、教育実 を に履修しようとする い をもっ

ている。 
 身ともに健康である。 
 卒業 単位を修得している。 
 リ ー 、 の他教育実 の事前指導に している。

 教育実 を行うまでに、 の科目が取得 である。 
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高等学校 は中学校で実 する  

教職 、教育 、教育 学、保健体育科教育 、保健体

育科教育  

小学校で実 する  

教 、教育 、 学、各教科の指導 ・

社会・ ・ 科・ ・体育のうち 科目  

幼稚園で実 する  

・教育実 (幼稚園) 、 どもと 、 どもと人

・教育実 (幼稚園) 、教育実 (幼稚園) 、保育 健康

指導

上記の条件を たさない は、 として教育実 の履修を認めていま

。 

の他教育実 に する詳細は、大学は の 、短大は の

に配付する「教育実 の手引」を参照してください。 

  

(1)

(2) ( )

( )

( )

び  

 

各 日 時  

配 実 として学校が実 を指定します。 

保育実 を行うまでに、 の科目が取得 であること。

保育実 (保育所)  

 保育  

保育実 設  

 ども  

保育実  

 保育実 保育所  

保育実 設  

 保育実 保育所

  

(1)

(2)

小学校 び中学校の教諭の免許状を取得しようとする学生は、 等体

験を実 することが づ られています。

開講科目であり、卒業単位 び教職必修科目である 科目 スポ

ーツ 、スポーツ 学 、スポーツ 、生 学、教職 の取得が実

条件です。 大学体育学部の

 大学     ４学  

 短期大学   学  

支援学校 日

社会 設 日
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高等学校 は中学校で実 する  

教職 、教育 、教育 学、保健体育科教育 、保健体

育科教育  

小学校で実 する  

教 、教育 、 学、各教科の指導 ・

社会・ ・ 科・ ・体育のうち 科目  

幼稚園で実 する  

・教育実 (幼稚園) 、 どもと 、 どもと人

・教育実 (幼稚園) 、教育実 (幼稚園) 、保育 健康

指導

上記の条件を たさない は、 として教育実 の履修を認めていま

。 

の他教育実 に する詳細は、大学は の 、短大は の

に配付する「教育実 の手引」を参照してください。 

  

(1)

(2) ( )

( )

( )

び  

 

各 日 時  

配 実 として学校が実 を指定します。 

保育実 を行うまでに、 の科目が取得 であること。

保育実 (保育所)  

 保育  

保育実 設  

 ども  

保育実  

 保育実 保育所  

保育実 設  

 保育実 保育所

  

(1)

(2)

小学校 び中学校の教諭の免許状を取得しようとする学生は、 等体

験を実 することが づ られています。

開講科目であり、卒業単位 び教職必修科目である 科目 スポ

ーツ 、スポーツ 学 、スポーツ 、生 学、教職 の取得が実

条件です。 大学体育学部の

 大学     ４学  

 短期大学   学  

支援学校 日

社会 設 日

 

   

( ) の な  

 

 

 
 

 

 支援学校 児童・生 の ・ ・ 、運動会や の

手 い、プー 指導、 ・校外学 の付 い等 
 社会 設 設 者の ・ ・ 、 設の 業・行事

等の業 、 ・ 等の手 い 
詳細は、 「 等体験の手引」を参照すること。 大学は 、

短大は の４ に配付する。  

 

  

教育職員免許状の は として個人が行うものですが、 として、大学・短期大学が一 して

教育 員会に することにより、卒業と同時に免許状を取得することができます。この 、 の手

が必要になります。 
( ) 教育職員免許状 ダ ス  卒業 の 上  

( ) 教育職員免許状授 に う の 名      

( ) 教育職員免許状授 手 の                        

 

 資格  

保育士資格の は として個人が行うものですが、 として、短期大学(指定保育士養成 設)が

一 して保育士 ・ 事 ー することにより、卒業と同時に資格を取得するこ

とができます。この 、 の手 が必要になります。 
( ) 手  卒業 の 中  

( ) 卒業(修 )         

( ) 保育士 手 の                         
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Ⅶ 取得可能な資格  

 

(1)  資格取得の意義 

   本学は多種多様な資格を在学中に取得することができます。自分のキャリアのために何が必要か、どれを

選ぼうかと考えることは、キャリア形成をする上で大切なことです。また、資格取得のための学びは、社会

人として役立つ知識や教養の獲得につながります。学生のうちに、自分自身に適した資格の取得を推奨して

います。 

 

(2)  取得できる資格 

   本学では、定められた授業科目を履修することにより、卒業と同時に教育職員免許状や保育士資格を取得

することができます。また、本学は、(公財)健康・体力づくり事業財団、(公財)日本スポーツ協会、(公財)

日本障がい者スポーツ協会の指導者養成校として認定されていますので、必要な授業科目を履修することに

より、卒業までに各種指導者の資格認定試験を受験することができます。 

なお、こうした資格以外にも、「資格取得講座」を開設するなどして、個々の学生の資格取得支援を行っ

ています。 

資格名 
大学体育学部

体育学科 

短期大学 

保健体育学科 

短期大学 

児童教育学科 

幼小コース 幼保コース 

中学校教諭一種免許状(保健体育) ●    

高等学校教諭一種免許状(保健体育) ●    

中学校教諭二種免許状(保健体育)  ●   

小学校教諭二種免許状 ▲  ●  

幼稚園教諭二種免許状 ▲  ● ● 

保育士資格    ● 

スポーツリーダー ● ●  

ジュニアスポーツ指導員 ◎ ◎ ◎ 

スポーツプログラマー ◎ ◎  

障がい者スポーツ指導員(初級) ● ● ● 

健康運動実践指導者 ◎ ◎  

健康運動実践指士 ◎   

  ●…所定の授業科目の単位を修得し、卒業することによって取得することができる資格 

  ◎…所定の授業科目の単位を修得することによって、在学中に受験することができる資格 

  ▲…併設の短期大学で開講される所定の授業科目の単位を修得することによって、取得ができる資格(ただ

し、履修条件があります。) 

 

  ※上記の資格は、所定の科目を履修し、単位を修得する必要があります。教育職員免許状・保育士資格は

前項の「教育課程・保育士課程」４４頁を参照し、他の資格の詳細はキャリア支援課より配付される「資

格取得の手引き」を参照してください。 
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Ⅶ 取得可能な資格  

 

(1)  資格取得の意義 

   本学は多種多様な資格を在学中に取得することができます。自分のキャリアのために何が必要か、どれを

選ぼうかと考えることは、キャリア形成をする上で大切なことです。また、資格取得のための学びは、社会

人として役立つ知識や教養の獲得につながります。学生のうちに、自分自身に適した資格の取得を推奨して

います。 

 

(2)  取得できる資格 

   本学では、定められた授業科目を履修することにより、卒業と同時に教育職員免許状や保育士資格を取得

することができます。また、本学は、(公財)健康・体力づくり事業財団、(公財)日本スポーツ協会、(公財)

日本障がい者スポーツ協会の指導者養成校として認定されていますので、必要な授業科目を履修することに

より、卒業までに各種指導者の資格認定試験を受験することができます。 

なお、こうした資格以外にも、「資格取得講座」を開設するなどして、個々の学生の資格取得支援を行っ

ています。 

資格名 
大学体育学部

体育学科 

短期大学 

保健体育学科 

短期大学 

児童教育学科 

幼小コース 幼保コース 

中学校教諭一種免許状(保健体育) ●    

高等学校教諭一種免許状(保健体育) ●    

中学校教諭二種免許状(保健体育)  ●   

小学校教諭二種免許状 ▲  ●  

幼稚園教諭二種免許状 ▲  ● ● 

保育士資格    ● 

スポーツリーダー ● ●  

ジュニアスポーツ指導員 ◎ ◎ ◎ 

スポーツプログラマー ◎ ◎  

障がい者スポーツ指導員(初級) ● ● ● 

健康運動実践指導者 ◎ ◎  

健康運動実践指士 ◎   

  ●…所定の授業科目の単位を修得し、卒業することによって取得することができる資格 

  ◎…所定の授業科目の単位を修得することによって、在学中に受験することができる資格 

  ▲…併設の短期大学で開講される所定の授業科目の単位を修得することによって、取得ができる資格(ただ

し、履修条件があります。) 

 

  ※上記の資格は、所定の科目を履修し、単位を修得する必要があります。教育職員免許状・保育士資格は

前項の「教育課程・保育士課程」４４頁を参照し、他の資格の詳細はキャリア支援課より配付される「資

格取得の手引き」を参照してください。 

—　VoL..１—
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東京女子体育大学
東京女子体育短期大学　WEB ポータルシステム操作説明書

【      】

ER  P POR とは

ER  P POR  の の

を行う

� ER  P POR  にアク スする

ER  P POR  にロ ンする

ス ードの 方法

学生 の

画面を く

を行う

を する

� を 定する

ー の と

� を する

�� の

ーメッ ー

に いて

掲示 に いて
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東京女子体育大学
東京女子体育短期大学　WEB ポータルシステム操作説明書

【      】

ER  P POR とは

ER  P POR  の の

を行う

� ER  P POR  にアク スする

ER  P POR  にロ ンする

ス ードの 方法

学生 の

画面を く

を行う

を する

� を 定する

ー の と

� を する

�� の

ーメッ ー

に いて

掲示 に いて

�

東京女子体育大学
東京女子体育短期大学　WEB ポータルシステム操作説明書

ER  P POR とは

「 ER  P POR 」とは、 がい で 大学に する を ることのできるシステムです。
これ の学生生 に いて、 に まり、掲示 の 、 とのやり りな 、

ン ス フ 体を て できます。

ER  P POR  の の

「 ER  P POR 」は、東京女子体育大学 東京女子体育短期大学の ーム ー アク スし、
学 に された ータ ース を します。 のように「 」を した 方法とは

い、 ンター ットを した 方法となり を に できる なシステムです。
し し、操作方法を ると、 ータを したり、 が まれるな の 的 が れる
こととなります。
学生の さ は自 と を ち、 に してください。

※ するに たっては、以下のことを してください。

に いて

ポップアップブロックに いて
We ブ ウ や hoo、 oo eな の ール ーの ポップアップブロック を にしていると

画面が表示されま ので、ポップアップブロック を解除してください。

ブ ウ の ール ーに る「 る」 タンは しないでください。

画面は 以上 すると タ ムアウト となります。 タ ムアウト となった場合は、 ロ ン
してください。

ロ ン ス ードは、 生に いては初期 生 にして りますので
してください。

ブ ウ O
n e ne  E o e 以下 W n o �以下
o  e o 以下 O 以下

 

上 以外での で を行った場合は、 
の はできま  
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東京女子体育大学
東京女子体育短期大学　WEB ポータルシステム操作説明書

ス ードの初期 生 の は、 行ってください。

ス ードは、他 に ないでください。 ス ードを れた場合は、 が
まで てください。
※ ス ードの 行には学生 の 示が です。

を り いますので、画面を表示したまま ン れないでください。 ンを れる
場合は、 画面を「ロ アウト」して てください。画面を表示したままにして くと の ン
な の場合は が り他 に が れる が ります。

、 の はシステムメンテ ンスのため できなくなります。
のままメンテ ンスの に ると、その ータは れます。

※ メンテ ンスの はロ ン画面下に表示されます。

※この表示は ンプルです。

の は「 ER  P POR 」上では できま 。
　 タ 。「」、 　

「 ER  P POR 」が表示されない のト ブルが 生した場合は まで
し てください。

に する への 合 は、 の 行 ます。 は 合 が
できま ので、 の に初めて操作を行うことは てください。

「 ER  P POR 」で するに たって 以下の を行ってください。

e 学 、P Wo 初期 は生 の を行い、 ス ード を
行ってください。

にシ ス を し、 する を め めて を行ってください。
※シ スの 方法　 子　P   に
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東京女子体育大学
東京女子体育短期大学　WEB ポータルシステム操作説明書

ス ードの初期 生 の は、 行ってください。

ス ードは、他 に ないでください。 ス ードを れた場合は、 が
まで てください。
※ ス ードの 行には学生 の 示が です。

を り いますので、画面を表示したまま ン れないでください。 ンを れる
場合は、 画面を「ロ アウト」して てください。画面を表示したままにして くと の ン
な の場合は が り他 に が れる が ります。

、 の はシステムメンテ ンスのため できなくなります。
のままメンテ ンスの に ると、その ータは れます。

※ メンテ ンスの はロ ン画面下に表示されます。

※この表示は ンプルです。

の は「 ER  P POR 」上では できま 。
　 タ 。「」、 　

「 ER  P POR 」が表示されない のト ブルが 生した場合は まで
し てください。

に する への 合 は、 の 行 ます。 は 合 が
できま ので、 の に初めて操作を行うことは てください。

「 ER  P POR 」で するに たって 以下の を行ってください。

e 学 、P Wo 初期 は生 の を行い、 ス ード を
行ってください。

にシ ス を し、 する を め めて を行ってください。
※シ スの 方法　 子　P   に
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東京女子体育大学
東京女子体育短期大学　WEB ポータルシステム操作説明書

ER  P POR  にロ ンする

e  と P Wo  を をし、 タンをク ックしてください。

【 】
初 ロ ン ス ードは、 の生 � � � で設定されていますので、

してください。

B ロ ンができなくなったり、 ス ードを れた場合は、 へ てください。

ス ードの 方法

　学生の e は「学 」、初期P Wo は「生 」 、 � となって
います。生 は、学生 を とした な に されてしまうことが りますので、 初に
ロ ンした に ス ードを してください。
　 ス ードは 以上 以 で、 の を 合 て めてください。 の
大 と小 します

「 ER  P POR 」のトップ画面を きます。

「 」をポ ントし、「 ス ード 」をク ックします。

学  初 の の生  
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東京女子体育大学
東京女子体育短期大学　WEB ポータルシステム操作説明書

ER  P POR  にロ ンする

e  と P Wo  を をし、 タンをク ックしてください。

【 】
初 ロ ン ス ードは、 の生 � � � で設定されていますので、

してください。

B ロ ンができなくなったり、 ス ードを れた場合は、 へ てください。

ス ードの 方法

　学生の e は「学 」、初期P Wo は「生 」 、 � となって
います。生 は、学生 を とした な に されてしまうことが りますので、 初に
ロ ンした に ス ードを してください。
　 ス ードは 以上 以 で、 の を 合 て めてください。 の
大 と小 します

「 ER  P POR 」のトップ画面を きます。

「 」をポ ントし、「 ス ード 」をク ックします。

学  初 の の生  

東京女子体育大学
東京女子体育短期大学　WEB ポータルシステム操作説明書

「 の ス ード」を します。

「 」 に、 以上 以 で の を 合 て めた
ス ードを します。

「 」 に、 の ス ードを します。

て した 、「 」 タンをク ックします。

してよ れ 、 タンをク ックします。

ス ードの ができました。 タンをク ックして します。

　 ロ ン は、 しい ス ードを してください。 の ス ードは
学期以 するため、 れないように すること
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東京女子体育大学
東京女子体育短期大学　WEB ポータルシステム操作説明書

学生 の

メニューの「 」の「学 」をク ックしてください。

学 画面 「学生 」の を行ってください。
「学生 」に いが った場合、「 」 へ してください。

に「学 のため」と してください。
、 を行い「 定」 タンをク ックしてください。

※ システムで できる期 は 定した期 の となります。
期 外で「学生 」が る場合は、 にて きを行ってください。
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東京女子体育大学
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学生 の

メニューの「 」の「学 」をク ックしてください。

学 画面 「学生 」の を行ってください。
「学生 」に いが った場合、「 」 へ してください。

に「学 のため」と してください。
、 を行い「 定」 タンをク ックしてください。

※ システムで できる期 は 定した期 の となります。
期 外で「学生 」が る場合は、 にて きを行ってください。

 

  

東京女子体育大学
東京女子体育短期大学　WEB ポータルシステム操作説明書

画面を く

画面上のメニュー ー「 」 をク ックしてください。

を行う

 画面は が時限、 が曜日となっています。 を したい の
の タンをク ックしてください。
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東京女子体育短期大学　WEB ポータルシステム操作説明書

を する

した に されている の 覧が表示されます。 したい の
にク ックしてチェックをいれてください。

したい にチェックをいれた 、画面 下の タンをク ックします。
※ をク ックするとシ スを表示

※ 、 の 方法
画面を下にスクロールすると「 」「 」の が ります。

「 」をク ックすると な 、 が表示されます。上 と に操作し
「 定」 タンをク ックすると されます。

【 れに 】
※ の マ ンスポー 、ス ー、 ール、
※ の 育 、 体 、 体育 設
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を する

した に されている の 覧が表示されます。 したい の
にク ックしてチェックをいれてください。

したい にチェックをいれた 、画面 下の タンをク ックします。
※ をク ックするとシ スを表示

※ 、 の 方法
画面を下にスクロールすると「 」「 」の が ります。

「 」をク ックすると な 、 が表示されます。上 と に操作し
「 定」 タンをク ックすると されます。

【 れに 】
※ の マ ンスポー 、ス ー、 ール、
※ の 育 、 体 、 体育 設

東京女子体育大学
東京女子体育短期大学　WEB ポータルシステム操作説明書

【 】

の に し の にチェックを れてしまうと、 定 に ーとなります。 を
除く

しな れ な ない に いては、 ち の を すると、自動的に う
の を になります。

は、アク ス により画面表示の が くなる場合が ります。その場合は
し く を いて アク スしてください。また「 定」 タンの は、システム ウンを

き こす れが るため に行 ないでください。

期に を している場合、 期の画面に 自動的に表示され、 除することはできま 。

は 期、 期、 を に行います。画面上は「 期」、画面下「 期」となります。

� を 定する

したい を て し った 、画面 上に る タンを
ク ックします。

チェックを してよ れ 、 タンをク ックします。
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した が、 画面に表示されます。

ーがな れ 、「 ーは りま 。」と表示されます。

画面 上に タンが表示されますのでク ックしてください。

した を 定してよ れ 、 タンをク ックしてください。

タンをク ックしてください。
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した が、 画面に表示されます。

ーがな れ 、「 ーは りま 。」と表示されます。

画面 上に タンが表示されますのでク ックしてください。

した を 定してよ れ 、 タンをク ックしてください。

タンをク ックしてください。
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定が した 以下の画面が表示されます。

定した で 、 期 で れ を することができます。

ー の と

ーは、 、 ーと ーの で表示されます。

「 、 ー」は、 の に して ーメッ ー が で表示されます。

「 ー」は した を 合的に し、 ーメッ ー を表示します。

ーメッ ー を した 、「 る」 タンをク ックして 画面に り、
を します。
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ーの 生した に いては、 ンク で表示されていますので、 除または
他の のへの を行ってください。

ーに いてはメッ ー が表示されますので、メッ ー に って 除 を
行ってください。

ーを した 、チェック タンをク ックしてください。

 
ーは、 してください。 しないと できま 。 
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ーの 生した に いては、 ンク で表示されていますので、 除または
他の のへの を行ってください。

ーに いてはメッ ー が表示されますので、メッ ー に って 除 を
行ってください。

ーを した 、チェック タンをク ックしてください。

 
ーは、 してください。 しないと できま 。 
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� を する

ーの よ 「チェック」を行い「 定」を行った 、「 表の 」をク ックすると、
された 「学生 表」 が表示されますので、 に いてよく してください。

この画面を して、学期 まで大 に してください。 タンを
ク ックすると できます の「学生 表」を していない に いては、

期 の に する い合 に れない場合が りますので
してください 。
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�� の

した が「学生 表」に に表示されていた 、 は です。

生に して
が した 、メニューの「 」　「 定」　をク ックしてください。

「 に たしています。」　→　 定O
「 に たしていま 。」　→　 を に たすように をしてください。

ーメッ ー

ー

を 学期 に して した場合
表示されます。 の の はできま
のでい れ にしてください。

に を の を した場合に
表示されます。合 の を する
ことはできま 。

の を に して した場合に
表示されます。 や の な

を除き、 に の は
できま のでい れ にしてください。

その他の ー
【 】と表示されている の として、 ーが るまで を してください。
【 】と表示されている の ーを すると に が ます。ただし、これまでの

により が な場合に り、表示された
ままで を 定できます。

【 】と表示されている の 上 の【 】や【 】 ーを 解説する のです。
よく でください。

ーメッ ー チェック よ 方法

を に することはできま

のため できま

に の を することはできま

【 】 
 を行った に「 定」 タンをク ックし れた場合、 した りの が「学生 表」 
に っていない場合が ります。「学生 表」に っていない は できていま ので 

してください。 

【 】 
 を行った は、 ロ アウトし、 したブ ウ を さ てください。 
ブ ウ を いたまま を れると、他 に を される れが ります。 
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�� の

した が「学生 表」に に表示されていた 、 は です。

生に して
が した 、メニューの「 」　「 定」　をク ックしてください。

「 に たしています。」　→　 定O
「 に たしていま 。」　→　 を に たすように をしてください。

ーメッ ー

ー

を 学期 に して した場合
表示されます。 の の はできま
のでい れ にしてください。

に を の を した場合に
表示されます。合 の を する
ことはできま 。

の を に して した場合に
表示されます。 や の な

を除き、 に の は
できま のでい れ にしてください。

その他の ー
【 】と表示されている の として、 ーが るまで を してください。
【 】と表示されている の ーを すると に が ます。ただし、これまでの

により が な場合に り、表示された
ままで を 定できます。

【 】と表示されている の 上 の【 】や【 】 ーを 解説する のです。
よく でください。

ーメッ ー チェック よ 方法

を に することはできま

のため できま

に の を することはできま

【 】 
 を行った に「 定」 タンをク ックし れた場合、 した りの が「学生 表」 
に っていない場合が ります。「学生 表」に っていない は できていま ので 

してください。 

【 】 
 を行った は、 ロ アウトし、 したブ ウ を さ てください。 
ブ ウ を いたまま を れると、他 に を される れが ります。 
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に いて

では、これまでに した を することができます。

「 」のメニュー を します。

表示 ターンを り ることで
との できます。

に した 、 を
することができます。

※は を示しています。
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掲示 に いて

　掲示 には、 の や、 、 、 な が表示されます。 は
されています。 にロ ンして を してください。

　メール設定で アド スを設定した場合は、掲示 に表示された が されます。

ーム画面での 掲示
　それ れの掲示の 覧には、 まで表示されています。それ以 の掲示に いては「 覧表示」
をク ックすると表示されます。

掲示の 方法
をク ックすると が表示されます。
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掲示 に いて

　掲示 には、 の や、 、 、 な が表示されます。 は
されています。 にロ ンして を してください。

　メール設定で アド スを設定した場合は、掲示 に表示された が されます。

ーム画面での 掲示
　それ れの掲示の 覧には、 まで表示されています。それ以 の掲示に いては「 覧表示」
をク ックすると表示されます。

掲示の 方法
をク ックすると が表示されます。
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≪スマートフォンやｉPhoneでＵＮＩＰＡの掲示が閲覧できない学生へ≫

スマートフォンやｉPhoneでＵＮＩＰＡの掲示が閲覧できないという場合は、以下の設定を行ってください。

【Ａｎｄｒｏｉｄ】での設定方法 【ｉPhone】での設定方法

ｗｅｂ画面を表示したまま→「メニュー」OR「その他」 「設定」→「ｓａｆａｒｉ」

→「設定」 →「ポップアップブロック」を「オフ」にします。
→「ポップアップブロック」のチェックを外します。

※「ポップアップ」とはＷＥＢ上で自動的に立ち上がる小さなウィンドウのことで「ポップアップブロック」とはこのポップアップウィンドウを
表示しないようにしている設定をいいます。
スマートフォンの初期設定ではこのポップアップブロック設定が「オン」になっていることが多いため設定を解除することでポップアップ
ウィンドウが表示されるようになります。
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